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年の瀬が押し迫ってまいりましたが、会員の皆様にとって、今年はどのような 1 年だったでしょうか。

今年度は４月から、「学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令」の施行により、新たな健康診断項

目が実施され、また養護教諭には、様々な現代的健康課題への適切な対応が、さらに期待されています。

このような中、日々真摯に職務を遂行していただいていますことに感謝をしつつ、会員の皆様が来年も健

康で心豊かに過ごせますよう、役員一同お祈りしております。 

 

 

 

 
第６１回中国地区学校保健研究協議大会復伝 

 

主    題 ： 生涯を通じて、心豊かにたくましく生きる力を育む健康教育の推進 

期日・開催地 ： 平成２８年８月１８日（木） とりぎん文化会館（鳥取県鳥取市） 

内    容 ： 特別講演・職域部会・班別研究協議会 

職域部会 【テ ー マ】組織的に機能する保健室経営の進め方 

【コーディネーター】山陽学園大学看護学部看護学科 教  授 田村 裕子 

【シ ン ポ ジ ス ト】岡山県立倉敷南高等学校    養護教諭 梶谷さとこ   

山口県山口市立鋳銭司小学校  養護教諭 内田 尚美  

島根県松江市立玉湯中学校   養護教諭 土江 智子 

  

梶谷先生は、学校危機管理において、教職員の危機管理意識を高めるため、教職員によるシミ

ュレーション研修の実際等を発表された。内田先生は、転勤１年目にも関わらず、担任や保護者、

ＰＴＡ保健給食部等と連携され、基本的生活習慣の確立に向けて「ノーメディア・チャレンジデ

ー」などに取り組まれていた。 

土江先生は、歯と口の健康づくりについて、 

保健委員会、学級活動、他教科や地域との連携 

等、様々な場面を活用された取組だった。 

組織的な取組と連携のポイントとして、「様々 

な人に活躍してもらうようにする」、「真摯に教職 

員に健康課題を尋ねた」などの言葉が印象に残り、 

大変参考となった。 

 

 

 

今年の中国大会は、鳥取県で開催され、山口県から３名の会員

さんがご発表をされました！！ 

 

 

 

 

 

    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班別研究協議会  

第１班「生涯にわたりたくましく生きる力を育む保健安全教育」 

【発表者】①鳥取県立白兎養護学校     教諭 中西 聡子 

     ②岡山県倉敷市立万寿東幼稚園  教諭 西山 弥生 

     ③広島県東広島市立小谷小学校  教諭 八方 美恵 

 

白兎養護学校では、手指の操作性が基本的生活習慣にかかわる動作の習得につながることに

着目し、児童生徒が自ら運動したくなるような活動をされていた。万寿東幼稚園でも、心を弾

ませて子供たちが遊べるよう遊具などの環境整備に取り組まれていた。また、小谷小学校では、

昭和３３年から健康教育の研究を行っている伝統があり、平成２６年からは「ヘルスプロモー

ション」を理念に据え、年間を通じた健康づくりや親子での体験活動などすべての学年で「健

康教育カレンダー」を作成し、全校体制で系統的な取組がなされていた。 

 

 

 

 班別研究協議会  

第３班「歯と口の健康づくりを目指す学校歯科保健活動」 

【発表者】①認定こども園あけぼの幼稚園  保育教諭  梅林沙耶香 

     ②島根県松江市立美保関小学校  養護助教諭 勝田 裕子 

     ③山口県宇部市立常盤中学校   養護教諭  縄田 君代 

  

あけぼの幼稚園では、「自分の歯は自分で守る」習慣を身につけるために歯の大切さ、丁寧に

歯みがきをすることの重要性を伝える取組であった。また、松江市立美保関小学校では、歯み

がき習慣を確立するため保健指導や児童保健委員会での組織的な活動、工夫された情報発信等

の方法の取組であった。最後に山口県宇部市立常盤中学校の縄田先生は、学校歯科医による講

演会や小中学校との連携を意識した取組であった。 

 指導助言者として、山口県教育庁学校安全・体育課の指導主事 村藤 智子様よりそれぞれ

の発達段階に応じた歯科保健指導の重要なポイントについて、また鳥取県歯科医師会 理事 

清水 達也様より健康な歯で家族みんなと楽しい食事をすることの大切さについてのご指導が

あった。それぞれ３校の取組は、自己管理能力の育成をめざした取組であり、学校医や家庭と

の連携がキーワードになっていた。 

特別講演 【演題】『青少年の健康危険行動と防止教育』  

   【講師】筑波大学教授・附属中学校長 野津 有司  

 

野津先生は、学校保健学・健康教育学をご専門とされ、平成20年から筑波大学の教授とな

られ、主な著書として直近では、「小学校（中学校・高等学校）保健学習の指導と評価の工夫」

（2015）がある。昨年度は、全国養護教諭研究大会（27.8.6）のシンポジウムでのコーディ

ネーター、全国学校保健・安全研究大会（27.12.4）及び今年度の全国養護教諭研究協議大会

（28.8.5）では、分科会「性に関する指導」の講師もされた。 

今回の特別講演では、「喫煙や飲酒、性的行動等は、10年前に比べて増加していると思いま

すか？」という鋭い質問から始まり、健康危険行動と防止教育について、迫力ある講演をされ

た。「データは人を動かす！」「深い学びの大切さ」などが印象に残った。「日本青少年危険行動

調査」については、野津先生のＨＰにアップされており、大変興味深い資料である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.irasutoya.com/2013/03/blog-post_1640.html
http://www.irasutoya.com/2014/07/blog-post_9806.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修を振り返って 

         下関市立長府中学校 上野聡子 

 この一年間、研修委員として「仲間とともに振り返る実践研究のすすめ」を６人で実践してきました。正直、悩

み苦しみながら原稿完成に至りました。一筋縄ではいかない試行錯誤を重ねながらも児童・生徒とともに考え日々

の実践に重ね、また改善策を考えての一年間でした。 

 振り返りますと、ここまでやってこれたのは仲間がいたからこそだと感じます。保健室で一人で実践してもなか

なか思うようにはいかなかったでしょう。皆で話し合いを重ね連絡を取り合い、次回はここまでは頑張ろうという

助け合いがあったからこそ成し遂げられたものだと思います。  

 実践研究といわれると、自分には難しいと感じでしまうことが多かった私ですが、実際に行ってみて、日々の生

活の中で子供たちの生活をよりよいものにしていきたいと思う気持ちがあれば、誰にでも小さな日々の実践からで

きるものだと感じました。 

 個性あふれる仲間に出会えとても充実した一年を送ることができました。また、役員の先生方にもアドバイスを

いただくことができ、自分のもっていない違った見方に気づかせていただきました。研修委員になり、自分自身と

の戦いも多く嫌になることもありましたが、成長させていただいた一年間でもありました。本当にありがとうござ

いました。 

下関市立長府中学校 上野聡子 

新採１年目を終えて 

大津緑洋高等学校 大津校舎（高校長北支部理事） 安村咲子  
 

 

班別研究協議会  

第４班 「豊かな人間関係と社会性を育み、心の健康づくりを目指す教育活動」 

【発表者】①鳥取県鳥取市立稲葉山小学校  養護教諭 奥山 寛美 

     ②岡山県総社市立総社西中学校  養護教諭 國金 弘子 

     ③広島県立安西高等学校     教  諭 山田 祝子 

 

①の実践発表では、心の健康づくりには、健康的な生活習慣の定着が必須の条件であること

から、全教職員の共通理解のもと、生活リズム改善週間「さわやかセブン」を設け、健康的な

生活習慣を実践（ファイル活用：早寝・早起き・朝ごはん・メディア利用・家庭学習・体力づ

くりについて）し、生活のリズム改善に向けた取組が紹介された。この取組により、欠席が減

り、友だちとの人間関係が良好になった児童もいる。心が安定した状態で登校できるようにな

った様子がうかがえた。 

 

②の実践発表では、身体的不調の訴えの背景に心の健康課題があると考えられる生徒への対

応について、保護者や関係教職員と関わりを密にし、校内外関係機関と連携して取り組んだ市

内４中学校での３年間の実践が報告された。特に印象に残ったのは、市内で統一し使用されて

いる「保健室来室状況連絡票」（担任用・家庭用・保健室用の３部複写式）があること。新た

に「学校は楽しい・ふつう・楽しくない」が加えられて、主訴の背景にある心理的な問題を発

見しやすい工夫がされていた。 

 

③の実践発表では、学習やコミュニケーション、親子の問題を抱えている生徒が増加してき

ている今、孤立しかけている生徒とどうつながるか、「世の中捨てたもんじゃない」と生徒が

思える取組が紹介された。まず、新入生の入学前には、教員が分担して中学校へ出向き、生徒

の学校や家庭での様子を参考にクラス編成をしている。また、教育相談委員会は週１回開催さ

れ、指導や支援が検討されている。さらに、２名の教育相談担当者は、日々のカウンセリング

ルーム登校生徒の対応はもちろんのこと、１年生全員と放課後１０分間の個人面談（１日２人）

を実施する等きめ細かな対応がされている。生徒が「この学校には自分を心配してくれる人が

いる」と思える、山田先生のあたたかく丁寧なかかわりを感じた。 

 

班別研究協議会  

第５班「学校環境衛生活動と喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育」 

【発表者】①島根県隠岐の島町立北小学校  養護教諭 濱  典子 

     ②鳥取県琴浦町立東伯中学校   養護教諭 牧野 浩子 

     ③山口県立長府高等学校     養護教諭 川 眞由美 

  

濱先生は、自尊感情の育成を基盤として、飲酒に関する実態を踏まえ、教育活動の様々な場

面を活用し薬物乱用防止教育に取り組まれていた。牧野先生もたばこや薬物に関するアンケー

トを基に、様々な外部講師を招いた薬物乱用防止教育やＴＴによる保健学習をされていた。 

川 先生は、「学校環境衛生活動で主体性を育む生徒保健委員会」 

と題し、保健委員による毎朝の気温、湿度の測定の 

データの蓄積から、生徒が興味・関心を持った肌の 

トラブルとの関係に着目・展開した活動内容を発表 

された。 

 

 

 

 

 

             

 

 

 
 

 

内田先生、縄田先生、川 先生 

大変お疲れ様でした！！ 
 

 

 

http://1.bp.blogspot.com/-PTRKn50Xskk/Ut0BHXqIV2I/AAAAAAAAdSw/NrpoZ--BnVw/s800/ondokei.png


 

去る１０月２１日（金）、新南陽ふれあいセンターにおいて、 

第６４回山口県養護教諭研究協議大会が開催されました。 

理事さん、周南支部の会員さんのご協力のもと、本年も盛会に 

終了することができました。多数の会員さんにもご参加いただき、 

実り多い大会となりました。心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。 

来年度は厚狭地区での開催です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜講   師＞     東京女子医科大学 名誉教授 村田 光範 

 

 
＜実践発表者＞「安全・安心と信頼でつながる保健室経営」 

光市立浅江小学校    養護教諭 宮本 妙子 

「学校全体で取り組む保健室経営について」 

山口県立下関西高等学校 養護教諭 野口 和子 

＜指導助言者＞   下松市立花岡小学校   教  頭 中村安都子 

 

  

 

〇保健室経営計画にそったすばらしい実践の展開について、理解を深めることができた。

子どもの健康課題に適切に対応していくために、内容のある経営計画を作成、しっかりと

周知をし、協力を得て、取り組みたい。毎年「あっ、マネしたい！」と思えるアイディア

がたくさんあり、ワクワクします。 

〇保健室経営計画の重要性がわかった。日々やっていることはほぼ同じであるが、それを

保健室経営計画にきちんとあげて、実践し、評価し、課題を見つけていくという作業が効

果的な執務ができるとよくわかった。 

〇どういった成長曲線の動きが危険なものなのか、様子見だけではすまされないものもあ

り、迅速な対応につなげることができるのは養護教諭なのだと感じた 

〇今まで、疑問に思っていたことが解決できた。学校に帰って、事後措置に取りかかろう

と意欲がわいた。成長曲線がとても重要なことを改めて理解できた。この成果を生徒たち

の健康にいかしたい。 

 

 

第６４回山口県養護教諭研究協議大会を終えて 

 

 

 

 

 

【実践発表】テーマ「保健室経営」 

 
【講演】 「成長曲線に基づく児童生徒の健康管理の意義と活用方法・評価について」 

 

感想 

県大会を引き受けて～周南支部 佐貫晶子先生・石川由紀先生、高校徳山支部 加治理恵先生より 

 第６４回山口県養護教諭研究協議大会にむけて、役員の先生方の綿密な計画と準備により、８月の事前 

打ち合わせ会から、理事会での役割分担、前日準備と順調にすすんでいきました。多くの方の願いが届いて、

当日は絶好の研究協議大会日和。たくさんの先生方にご出席いただいたこと、会終了後の充実したみなさ 

んの表情・・・大変うれしい気持ちになりました。 

「何でもやります！」「みんなでがんばりましょう」と声をかけてくださった周南支部の先生方、各係 

を支えられた理事の先生方、すべてをまとめられた役員の先生方、そして参加してくださった先生方、多 

くの方の力が集まってこそ成り立つ会なのだと改めて実感しました。大変貴重な経験をさせていただき、 

多くのことを学びました。本当にどうもありがとうございました。 

 

http://4.bp.blogspot.com/-ODfTFPfRXNM/UnXnMw0HYHI/AAAAAAAAaJ0/U6fP0-cHeOA/s800/kaden_CD_DVD.png


    

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念講演 「子供たちの学校生活を護るための校内連携と他職種連携」    

      ～発達障害、被虐待経験をもつ子供たちを中心に～ 

     講師 こころのそだちのクリニック むすびめ 

          院長 田中康雄（たなか やすお） 

学校校現場で実際起こっている事例をもとに、2013年に改訂されたＤＳＭ－Ⅵの新しい診断

基準に沿って障害特性を説明されました。「どうかかわるべきでしょうか？」との問いかけに、

日々の生徒との関わりを反省させられました。 

また、児童虐待は子どもの成長と発達を阻み、安心・安全が保障されないことを学習し、体験

することでそれが日々の生活のベースラインになってしまうことについても解説されました。 

 連携すべき教育現場の現状については、「配慮を要する子ども」は特定の子どもではなく、

日々刻々と変化することや、全体をまんべんなく視野に入れなければ教育が成り立たず、現場

が多忙を極めていることに触れられました。 

 医療の実情については、昨今の発達障害やトラウマブームから、医療側が過剰な判断をして

いないか自問自答する必要があると話されました。 

 医療は生活とは遠いところにあるので、保護者をねぎらい、子どもの発達特性を知らせるこ

とで「教育」と「家庭」の橋渡しをする。障害の有無を発見することではなく、臨床を通して

相互にあきらめず関わり続けることで、折り合いがつけられ、思いやりの心が生まれる。そこ

に連携の意義があると話され、「希望を処方する」と言われたことがとても印象に残りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度全国学校保健・安全研究大会 復伝 

  

主題  生涯を通じて、心豊かにたくましく生きる力を育む健康教育の推進 

       ～生涯にわたり、自ら心身の健康を育み、安全を確保できる子供の育成～ 

 主催  文部科学省 北海道教育委員会 札幌市教育委員会  

公益財団法人日本学校保健会 公益財団法人北海道学校保健会 

 日時  平成 28年１０月２7日（木）～28日（金） 

 開催地 北海道札幌市 札幌コンベンションセンター 

 内容  開会式・表彰式 １３：００～１４：００  記念講演１４：００～１６：００ 

      課題別研究協議会 ９：３０～１２：３０ 

 

 

記念講演「子供たちの学校生活を護るための校内連携と他職種連携」    

           ～発達障害、被虐待経験をもつ子供たちを中心に～ 
       

講師 こころのそだちのクリニック むすびめ 
          院長 田中康雄（たなか やすお） 

 

学校現場で実際起こっている事例をもとに、2013年に改訂されたＤＳＭ－Ⅵの

新しい診断基準に沿って障害特性を説明されました。「どうかかわるべきでしょう

か？」との問いかけに、日々の生徒との関わりを反省させられました。 

また、児童虐待は子どもの成長と発達を阻み、安心・安全が保障されないことを

学習し、体験することでそれが日々の生活のベースラインになってしまうことにつ

いても解説されました。 

 連携すべき教育現場の現状については、「配慮を要する子ども」は特定の子ども

ではなく、日々刻々と変化することや、全体をまんべんなく視野に入れなければ教

育が成り立たず、現場が多忙を極めていることに触れられました。 

 医療の実情については、昨今の発達障害やトラウマブームから、医療側が過剰な

判断をしていないか自問自答する必要があると話されました。 

 医療は生活とは遠いところにあるので、保護者をねぎらい、子どもの発達特性を

知らせることで「教育」と「家庭」の橋渡しをする。障害の有無を発見することで

はなく、臨床を通して相互にあきらめず関わり続けることで、折り合いがつけられ、

思いやりの心が生まれる。そこに連携の意義があると話され、「希望を処方する」

と言われたことがとても印象に残りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題別研究協議会  

第 3 課題 心の健康  

「豊かな人間性と社会性を育み、心の健康の保持増進を目指す教育の進め方」 

 小・     

小・中・高それぞれ取組を発表された中で特に印象に残ったのは、福島県いわき市

立植田東中学校の加瀬先生が発表された「東日本大震災から学んだ心のケア」でした。

震災を機に、これまでの家庭環境や愛着等の問題、発達障害に関連する心の健康問題

がより深刻化していることがわかり、学校・家庭・地域の関係機関と連携を図りなが

ら、個別の心のケアと集団の心の健康づくりに取り組まれていました。中でも、「ぴあ

ぐるたいむ」では、学級内でぴあサポーターを募り、仲間同士の支え合いの機会を設

け、コラージュなど作ること自体が癒しになるような活動をされていました。集団に

対しても、自律訓練法や呼吸法など全教職員が取り組めるものを取り入れるなど、心

を整理し、困難な状況から立ち直る心の柔軟性を育てる働きかけをされていました。

人と人とのつながりの大切さを実感できる素晴らしい取組でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題別研究協議会 

第 3 課題 講義  

「生きる力を育む『心の健康教育』と心の不調・病への対応体制の整備」 

講師 神奈川県精神保健福祉センター精神保健福祉総括 桑原 寛 

  

心の健康度を回復させる身体的、心理的、システム調整にかかる力の総体として

の「折れない心」「回復力」「逆境力」などの意味で用いられる「レジリエンス」が

キーワードの講演でした。 

 レジリエンスを支えるものとして、「元気（個人的要因）」「しなやかさ（生活環境

要因）」「へこたれない（価値観）」の３つの次元について具体的なノウハウを呈示さ

れました。元気は基本的生活習慣、感情調整、自尊感情など。しなやかさは楽観性、

アサーション、自律性など。 

へこたれないはコーピングスキル、夢や目標、生きる意志など。これらの力を総合

的に習得することで、「生きる力」の基盤となるレジリエンスを培うことになるのだ

と改めて実感できました。 

 自然災害や重大な事件・事故、家庭環境や人間関係の悩みなどメンタルヘルスに

関する問題が多様化する中、「レジリエンス」を育むことが、学校現場に求められて

いると強く感じた講演でした。 
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